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(57)【要約】
　
【課題】被写体の撮像や被写体を撮像するときの画質調
整の操作性を向上すること。
【解決手段】撮像装置は、被写体を撮像する撮像部と、
第１と第２の表示部と、撮像部から出力される画像信号
を画像処理して第１と第２の表示部とにそれぞれライブ
ビュー表示すると共に、撮像に係る画質調整用の情報を
それぞれライブビュー表示に重畳して表示し、かつ画質
調整用の重畳表示の表示態様を第１と第２の表示部とに
対してそれぞれ調整可能とする信号処理制御部とを具備
する。
【選択図】図１Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像する撮像部と、
　第１と第２の表示部と、
　前記撮像部から出力される画像信号を画像処理して前記第１と前記第２の表示部とにそ
れぞれライブビュー表示すると共に、前記撮像に係る画質調整用の情報をそれぞれ前記ラ
イブビュー表示に重畳して表示し、かつ前記画質調整用の情報の表示態様を前記第１と前
記第２の表示部とに対してそれぞれ調整可能とする信号処理制御部と、
を具備することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記第１の表示部は、接眼式の表示器であり、
　前記第２の表示部は、直視型の表示器であり、
　前記信号処理制御部は、前記第１の表示部に前記画質調整用の情報を表示するときの前
記表示態様を比較的目立たなく設定し、前記第２の表示部に前記画質調整用の情報を表示
するときの前記表示態様を比較的目立つように設定する画質調整部、
を有することを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記画質調整部は、前記撮像時に前記第１の表示部に前記画質調整用の情報を表示する
ときの視認度を小さく設定し、前記画質調整時に前記第２の表示部に前記画質調整用の情
報を重畳表示するときの前記視認度を大きく設定することを特徴とする請求項２記載の撮
像装置。
【請求項４】
　前記第１の表示部に対してユーザの眼部が少なくとも近付いているか否かを検出する接
眼センサを有し、
　前記接眼センサの検出により前記眼部が近付いていることを検出すると、前記画質調整
部は、前記撮像時に前記第１の表示部に前記画質調整用の情報の重畳表示をするときの前
記視認度を小さく設定する、
ことを特徴とする請求項３記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記第１の表示部に対してユーザの眼部が少なくとも近付いているか否かを検出する接
眼センサを有し、
　前記接眼センサの検出により前記眼部が近付いていなければ、前記画質調整部は、前記
画質調整時に前記第２の表示部に前記画質調整用の情報を重畳表示するときの前記視認度
を大きく設定する、
ことを特徴とする請求項３記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記画質調整部は、前記画質調整時に、前記第２の表示器に表示する前記画質調整用の
情報を前記重畳表示するときの前記視認度を大きく設定すると共に、前記ライブビュー表
示を消すことを特徴とする請求項４記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記第１の表示部は、電子ビューファインダであり、
　前記第２の表示部は、タッチパネル付のパネル表示器であり、
　前記画質調整部は、前記タッチパネルの出力信号に基づいて前記画質調整用の情報の重
畳表示に対する操作に応じた画質調整を行う、
ことを特徴とする請求項１乃至６のうちいずれか１項記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記画質調整部は、前記画質調整用の情報の重畳表示を２次元のグラフにより表示する
ことを特徴とする請求項１乃至７のうちいずれか１項記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記画質調整部は、前記画質調整用の情報の重畳表示として前記画像信号の階調を示す
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トーンカーブを表示することを特徴とする請求項１乃至８のうちいずれか１項記載の撮像
装置。
【請求項１０】
　前記画質調整部は、前記画質調整用の情報の前記重畳表示としてホワイトバランス、露
出又は色調整を含むことを特徴とする請求項９項記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記直視型の表示器は、当該撮像装置に対してリトラクタブルであることを特徴とする
請求項２記載の撮像装置。
【請求項１２】
　前記直視型の表示器が当該撮像装置から引き出されると、前記画質調整部は、前記直視
型の表示器に前記ライブビューを優先表示することを特徴とする請求項１１記載の撮像装
置。
【請求項１３】
　前記第１の表示器に対してユーザが覗いているか否かを検出する接眼センサと、
　前記直視型の表示器が当該撮像装置から引き出されたか否かを判定する引出判定部と、
を有し、
　前記画質調整部は、前記直視型の表示器と前記接眼式の表示器とにそれぞれ前記画質調
整用の情報を表示し、かつ前記接眼センサの検出結果と前記引出判定部の判定結果とに応
じて前記直視型の表示器に表示される前記画質調整用の情報の前記重畳表示に対する前記
ライブビューの表示の明るさを調整する、
ことを特徴とする請求項１１又は１２記載の撮像装置。
【請求項１４】
　前記接眼センサの検出によりユーザが前記第１の表示部を覗いておらず、かつ前記引出
判定部の判定により前記直視型の表示器が引き出されていない場合、
　前記画質調整を行うと、前記画質調整部は、前記直視型の表示器に前記画質調整用の情
報の前記重畳表示をすると共に、前記直視型の表示器の前記ライブビュー表示の明るさを
小さく設定する、
ことを特徴とする請求項１１又は１２記載の撮像装置。
【請求項１５】
　前記画質調整部は、前記ライブビュー表示を消すことを特徴とする請求項１４記載の撮
像装置。
【請求項１６】
　前記接眼センサの検出によりユーザが前記第１の表示器を覗いておらず、かつ前記引出
判定部の判定により前記直視型の表示器が引き出されている場合、
　前記画質調整を行うと、前記画質調整部は、前記直視型の表示器に表示されている前記
ライブビュー表示に前記画質調整用の情報の前記重畳表示を行う、
ことを特徴とする請求項１３記載の撮像装置。
【請求項１７】
　被写体を撮像する撮像部と、
　第１の表示部と、
　タッチパネル付の第２の表示部と、
　前記撮像部から出力される画像信号を画像処理して前記第１と前記第２の表示部とにそ
れぞれライブビュー表示し、前記タッチパネルに対するタッチにより撮像を実行し、かつ
前記撮像に係る画質調整用の情報を前記ライブビュー表示に重畳して表示し、前記画質調
整用の情報の明るさを前記第１と前記第２の表示部とに対してそれぞれ調整可能とし、前
記画質調整用の情報を前記第２の表示部に表示中に前記タッチパネルがタッチされても前
記撮像動作の実行をしない信号処理制御部と、
を具備することを特徴とする撮像装置。
【請求項１８】
　前記信号処理制御部は、前記撮像時に前記画質調整用の操作画面の前記明るさを小さく
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設定し、前記画質調整時に前記画質調整用の操作画面の前記明るさを大きく設定する画質
調整部を有することを特徴とする請求項１７記載の撮像装置。
【請求項１９】
　被写体を撮像部により撮像し、この撮像部から出力される画像信号を画像処理してその
ライブビュー表示を第１と第２の表示部とにそれぞれ表示する撮像装置の撮像方法におい
て、
　前記第１と前記第２の表示部とでの表示では、前記撮像に係る画質調整用の情報をそれ
ぞれ前記ライブビュー表示に重畳して表示し、かつ前記画質調整用の情報の表示態様を前
記第１と前記第２の表示部とに対してそれぞれ調整可能とする、
ことを特徴とする撮像装置の画質調整方法。
【請求項２０】
　前記第１の表示部の表示では、前記画質調整用の情報を表示するときの前記表示態様を
比較的目立たなく設定し、
　前記第２の表示部の表示では、前記画質調整用の情報を表示するときの前記表示態様を
比較的目立つように設定する、
ことを特徴とする請求項１９記載の撮像装置の画質調整方法。
【請求項２１】
　被写体を撮像部により撮像し、この撮像部から出力される画像信号を画像処理してその
ライブビュー表示を第１と第２の表示部とにそれぞれ表示する撮像装置の画質調整プログ
ラムにおいて、
　コンピュータに、前記撮像に係る画質調整用の情報をそれぞれ前記ライブビュー表示に
重畳して表示し、かつ前記画質調整用の情報の表示態様を前記第１と前記第２の表示部と
に対してそれぞれ調整可能とする画質調整機能、
を実現させる撮像装置の画質調整プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被写体の撮像や被写体を撮像するときの画質調整の操作性を向上する撮像装
置及び画質調整方法、画質調整プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ファインダと背面モニタとの双方で被写体を確認しながら撮影が可能なデジタル一眼レ
フカメラが多数提案されている。これらカメラは、ファインダ、背面モニタそれぞれに適
応した情報表示や設定の方法にも様々な工夫がなされている。　
　更に、近年は、電子式ファインダ、所謂ＥＶＦを搭載したカメラも多数提案され、従来
の光学ファインダに比べて、情報表示の量、質が格段に改善されているばかりでなく、フ
ァインダ内で被写体画像の構図やピントだけではなく、色や露出レベルをシミュレーショ
ンして、リアルタイムに表示できるようになってきている。　
　特許文献１は、撮像素子によって取得される被写体像をライブビュー画像として背面モ
ニタに表示し、ＡＦエリアの位置を表す位置表示をライブビュー画像に重畳して表示する
ことを開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－１５２０７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　撮像装置には、ファインダと背面モニタとが設けられ、ユーザは各々で被写体像を確認
することが可能である。　
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　ユーザは、これら被写体像で構図、ピントや仕上がりをイメージしながらフレーミング
や各種設定を行って撮影をすることができる。このときに最も重要なのは、被写体に意識
を集中しながらも、設定値の変更や確認が容易にできることである。
【０００５】
　特許文献１に開示されている撮像装置は、ファインダ撮影、モニタ撮影それぞれの最適
化した良好なＡＦ操作性を提供している。　
　しかしながら、ＡＦ以外のパラメータ設定や、近年商品化されているＥＶＦ搭載撮像装
置の利点である画像シミュレーション機能や、画質調整パラメータ設定操作には言及され
ていない。　
　被写体を撮像するときにユーザは、ファインダ内の被写体に意識を集中して被写体像や
その構図を決めるので、ファインダ内には、認識性の良い被写体像を表示することが要望
される。
【０００６】
　本発明の目的は、被写体の撮像や被写体を撮像するときの画質調整の操作性を向上する
撮像装置及び画質調整方法、画質調整プログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の主要な局面に係る撮像装置は、被写体を撮像する撮像部と、第１と第２の表示
部と、前記撮像部から出力される画像信号を画像処理して前記第１と前記第２の表示部と
にそれぞれライブビュー表示すると共に、前記撮像に係る画質調整用の情報をそれぞれ前
記ライブビュー表示に重畳して表示し、かつ前記画質調整用の情報の表示態様を前記第１
と前記第２の表示部とに対してそれぞれ調整可能とする信号処理制御部とを具備する。
【０００８】
　本発明の主要な局面に係る撮像装置の画質調整方法は、被写体を撮像部により撮像し、
この撮像部から出力される画像信号を画像処理してそのライブビュー表示を第１と第２の
表示部とにそれぞれ表示するもので、前記第１と前記第２の表示部とでの表示では、前記
撮像に係る画質調整用の情報をそれぞれ前記ライブビュー表示に重畳して表示し、かつ前
記画質調整用の情報の表示態様を前記第１と前記第２の表示部とに対してそれぞれ調整可
能とする。
【０００９】
　本発明の主要な局面に係る撮像装置の画質調整プログラムは、被写体を撮像部により撮
像し、この撮像部から出力される画像信号を画像処理してそのライブビュー表示を第１と
第２の表示部とにそれぞれ表示するもので、コンピュータに、前記撮像に係る画質調整用
の情報をそれぞれ前記ライブビュー表示に重畳して表示し、かつ前記画質調整用の情報の
表示態様を前記第１と前記第２の表示部とに対してそれぞれ調整可能とする画質調整機能
、
を実現させる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、被写体の撮像や被写体を撮像するときの画質調整の操作性を向上でき
る撮像装置及び画質調整方法、画質調整プログラムを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１Ａ】本発明に係る撮像装置の第１の実施の形態を示す機能ブロック図。
【図１Ｂ】同装置背面のＥＶＦ用接眼部及びタッチパネル付ＬＣＤへの表示例を示す図。
【図２】同装置におけるトーンカーブの調整用データ示す模式図。
【図３】同装置によりトーンカーブを調整して暗い領域を一層暗くした画像データの一例
を示す模式図。
【図４】同装置によりトーンカーブを調整して明るい領域を一層明るくした画像データの
一例を示す模式図。
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【図５】同装置によりトーンカーブ調整用データにより調整したときの画像データの輝度
レベル変化を示す図。
【図６】同装置におけるホワイトバランスを調整するための調整用データを示す模式図。
【図７】同装置における露出制御系の調整用データを示す模式図。
【図８】同装置における表示制御フローチャート。
【図９】同装置におけるＥＶＦ用の接眼部に表示されるライブビュー表示とこれに重畳さ
れるトーンカーブの調整用データとを示す図。
【図１０】同装置におけるタッチパネル付ＬＣＤに表示されるトーンカーブの調整用の操
作画面を示す図。
【図１１】同装置における画質調整フローチャート。
【図１２】本発明に係るリトラクタブルのタッチパネル付ＬＣＤを備えた撮像装置の第２
の実施の形態を示す外観図。
【図１３】同装置を示す構成図。
【図１４】同装置における表示制御フローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
［第１の実施の形態］
　以下、本発明の第１の実施の形態について図面を参照して説明する。　
　図１Ａ及び図１Ｂは撮像装置の構成図を示し、図１Ａは同装置の機能ブロック図、図１
Ｂは同装置背面のＥＶＦ用接眼部及びタッチパネル付ＬＣＤへの表示例を示す。　
　この撮像装置は、カメラ本体１０と、交換レンズ部２０と、第１の表示部として接眼式
の電子ビューファインダ（ＥＶＦ）用の接眼部３０とを有する。この撮像装置は、交換レ
ンズ方式の構成を有するもので、交換レンズ部２０は、カメラ本体１０に対して交換可能
であり、ＥＶＦ用接眼部３０もカメラ本体１０に対して交換可能な構成としてもよい。こ
の撮像装置は、交換レンズ方式に限らず、例えばコンパクトカメラや、撮像機能付きの携
帯機器等に適用可能である。
【００１３】
　交換レンズ部２０は、レンズＣＰＵを有するレンズ制御部２１を搭載する。このレンズ
制御部２１には、操作部２３と、各駆動部２４ａ、２４ｂと、各位置検出部２５ａ、２５
ｂと、レンズ系２６と、記録部２７と、通信部２８とが接続されている。　
　操作部２３は、マニュアルでレンズ系２６に対するズーム操作や、被写体に対するピン
ト調整、被写体の明るさを調整する絞り２６ｃの操作等を行うための操作部材としてレン
ズリング等を備える。　
　各駆動部２４ａ、２４ｂは、それぞれモータを備える。このうち駆動部２４ａは、レン
ズ系２６におけるズームレンズを駆動する。駆動部２４ｂは、レンズ系２６におけるピン
ト調整用レンズを駆動する。位置検出部２５ａは、ズームレンズの光軸方向における位置
を検出する。位置検出部２５ｂは、ピント調整用レンズの光軸方向における位置を検出す
る。
【００１４】
　レンズ系２６は、ズームレンズやピント調整用レンズ、絞り２６ｃを有すると共に、ズ
ーム部２６ａと、ピント部２６ｂとを有する。ズーム部２６ａは、駆動部２４ａの駆動を
受けてズームレンズを駆動する。ピント部２６ｂは、駆動部２４ｂの駆動を受けてピント
調整用レンズを駆動する。
【００１５】
　記録部２７は、本撮像装置を動作制御するための制御パラメータ及び制御プログラムを
予め記憶する。　
　レンズ制御部２１は、記録部２７に記憶されている制御パラメータ及びレンズ制御プロ
グラムを実行することにより、レンズ系２６におけるズームレンズやピント調整用レンズ
、絞り２６ｃ等を駆動する各駆動部２４ａ、２４ｂを駆動制御する。　
　レンズ制御部２１は、位置検出部２５ａにより検出されたズームレンズの位置情報に基
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づいて駆動部２４ａを駆動し、所望倍率のズーム像が得られるようにレンズ系２６におけ
るズームレンズの位置を制御する。このレンズ制御部２１は、位置検出部２５ｂにより検
出されたピント調整用レンズの位置情報に基づいて駆動部２４ｂを駆動し、被写体に対し
てピントが合うようにピント調整用レンズの位置を制御する。
【００１６】
　レンズ制御部２１は、通信部２８とカメラ本体１０の通信部１４とを通して当該カメラ
本体１０の信号処理・制御部１との間でデータ通信を行う。　
　一方、カメラ本体１０は、コンピュータから成る信号処理・制御部（カメラ制御部）１
を搭載する。この信号処理・制御部１には、撮像素子２と、接眼センサ３と、記録部４と
、操作判定部６と、第２の表示部として表示部（背面モニタ）８と、タッチパネル８ａと
、操作部９と、各通信部１２、１４とが接続されている。　
　撮像素子２は、交換レンズ部２０のレンズ系２６を介して入射する被写体像を受光し、
この被写体像に応じた画像信号を出力する。すなわち、撮像素子２は、受光面を有し、こ
の受光面にレンズ系２６を介して集光された被写体からの光束が結像される。この撮像素
子２の受光面は、複数の画素を２次元状に配置して成る。この撮像素子２の受光面の光入
射側には、カラーフィルタが設けられている。この撮像素子２は、受光面に結像された光
束に対応した被写体像をその光量に応じた電気信号に変換する。この撮像素子２は、例え
ばＣＣＤ方式又はＣＭＯＳ方式等の種々の構成のものが知られている。カラーフィルタの
色配列は、例えばベイヤ配列等の種々の配列が知られている。この撮像素子２は、その構
成が特定の構成に限定されるものではなく、種々の構成の撮像素子を用いることが可能で
ある。ここで、撮像素子２は、露出時間を電子的に制御する電子シャッタ機能を有してい
る。カメラ本体１０に機械式のシャッタを持たせれば、この機械式のシャッタを用いて撮
像素子２の露出時間を制御することもできる。
【００１７】
　なお、レンズ系２６及び撮像素子２は、被写体を撮像して静止画又は動画を取得する撮
像部を構成すると共に、被写体の静止画を取得する前に被写体の動画を取得する画像取得
部を構成する。
【００１８】
　接眼センサ３は、図１Ｂに示すように本装置の背面に設けられ、ＥＶＦ用の接眼部３０
に対してユーザがファインダを覗いているか否かを判定する。この接眼センサ３は、ＥＶ
Ｆ用の接眼部３０に対してユーザの眼部が接近していることを検出する。
【００１９】
　記録部４は、例えば、FlashＲＯＭ、ＲＡＭ、又は例えばメモリカードを有する。Flash
 ＲＯＭには、書き換え可能な不揮発性メモリで、例えば撮像、再生、操作、表示などの
カメラ動作全般を司るプログラムが予め格納されている。なお、Flash ＲＯＭには、ユー
ザ設定内容も記憶されている。また、Flash ＲＯＭには、画像データが記憶され、このFl
ash ＲＯＭから画像データを読み出して再生表示が行われるようにしてもよい。　
　又、FlashＲＯＭには、被写体を撮像するための画質を調整するための画質調整プログ
ラムを有する。この画質調整プログラムは、コンピュータから成る信号処理・制御部１に
、撮像素子２及びレンズ系２６を含む撮像部により被写体を撮像し、撮像素子２から出力
される画像信号を画像処理して生成されるライブビュー画像を、ＥＶＦ用の接眼部３０と
液晶ディスプレイ（以下、ＬＣＤと称する）を有する直視型の表示部８（以下、表示部８
を背面ＬＣＤ８と称する）とにそれぞれ表示させ、かつ撮像に係る画質調整用の表示をそ
れぞれライブビュー表示に重畳して表示させ、かつ画質調整用の表示態様をＥＶＦ用の接
眼部３０と背面ＬＣＤ８とに対してそれぞれ調整させる。　
　すなわち、ＥＶＦ用の接眼部３０と背面ＬＣＤ８とでは、同じ画像を表示しても見えは
まったく異なる。ＥＶＦ用の接眼部３０は、ユーザの覗き込み状態で使用されるので周辺
光の影響を受けにくい。また、ユーザは、ＥＶＦ用の接眼部３０を覗きこむことでライブ
ビュー画像に意識を集中させることができる。従って、ＥＶＦ用の接眼部３０での表示と
背面ＬＣＤ８での表示とでは、それぞれに適した態様で操作画面を表示することで、操作
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性が向上する。これにより、ライブビュー重畳表示は、ＥＶＦ用の接眼部３０と背面ＬＣ
Ｄ８とでそれぞれで表示態様を変更できるようになっている。表示態様は、例えば明るさ
であり、描画線の太さや色であり、透過度等である。　
　又、FlashＲＯＭには、後述する被写体を撮像するときの画質調整用のデータが記憶さ
れている。
【００２０】
　又、記録部４のＲＡＭは、揮発メモリであり、画像データの一時的格納や、画像処理の
ワーク領域として用いられる。記録部４のメモリカードには、撮影後の画像データ（ＪＰ
ＥＧ等）や動画データが記録される。また、メモリカードには、画像データが記憶され、
このメモリカードから画像データを読み出して再生表示が行われる。　
　さらに、記録部４のＲＡＭは、Flash ROMなどから読み込んだデータを展開するために
使用される。　
　上記画質調整用のデータは、例えば、画像データの明るさを調整するためのトーンカー
ブの調整用データ、ホワイトバランスを調整するための調整用データ、露出を調整するた
めの調整用データ、色調整を行うための調整用データ等である。この画質調整用のデータ
は、例えば２次元のグラフにより表されている。
【００２１】
　図２はトーンカーブの調整用データＴの模式図を示す。このトーンカーブ調整用データ
Ｔは、明るさ（階調）の入力に対する明るさ（階調）の出力の関係を示す。このトーンカ
ーブ調整用データＴは、複数の調整用データＴ１、Ｔ２、…、Ｔｎを有する。これら調整
用データＴ１、Ｔ２、…、Ｔｎは、それぞれ明るさの入出力関係（ガンマ値）が異なり、
直線（γ＝１）の調整用データＴ１に対してガンマ値の大きい又は小さい調整用データに
なっている。これら調整用データＴ２、…、Ｔｎは、調整用データＴ１に対して所定の明
るさだけ明るく又は暗くなるように設定されている。画像データの明るさを調整するとき
には、複数の調整用データＴ１、Ｔ２、…、Ｔｎのうちいずれか１つの調整用データが選
択される。
【００２２】
　トーンカーブの調整用データＴの変更による画像データの画質の違いを図３（ａ）（ｂ
）及び図４（ａ）（ｂ）に示す。図３（ａ）（ｂ）は画像データにおける暗い領域を一層
暗くした例を示すもので、同図（ａ）は暗い領域Ｄを一層暗く調整するためのトーンカー
ブ調整用データＴを示し、同図（ｂ）は同トーンカーブにより暗い領域を一層暗く調整し
た画像データＳｄを示す。　
　図４（ａ）（ｂ）は画像データにおける明るい領域を一層明るくした例を示すもので、
同図（ａ）は明るい領域Ｌを一層明るく調整するためのトーンカーブ調整用データＴを示
し、同図（ｂ）は同トーンカーブにより明るい領域を一層明るく調整した画像データＳｌ
を示す。　
　図１Ｂに示すように、トーンカーブ調整用表示はライブビュー画像に重畳して表示され
る。ユーザは、操作部９における調整ダイヤルや十字キー、タッチパネル等を操作するこ
とで、ライブビュー画像とトーンカーブとの双方を視線を変えることなく確認しながら調
整用データＴを変更することができる。　
　このとき、調整用表示がライブビュー画像の見えを阻害しないように配慮されている。
具体的には、調整用表示の明るさ、線の太さ、色、透過度等を最適に調整して表示する。
但し、ＥＶＦ用の接眼部３０と背面ＬＣＤ８とでは最適な表示態様は同じものではない。
　すなわち、環境に左右されず撮影に没頭しやすいＥＶＦ用の接眼部３０での撮影時には
、背面ＬＣＤ８での撮影時よりも、ライブビュー画像の表示を優先させるために、重畳さ
れる調整用表示を目立たない方向に調整する。例えば、描画線は彩度の低いグレーで細く
描き、かつライブビューを隠してしまう面表示については、透過度を上げる等の調整であ
る。
　ここで、ライブビューの画像を解析し、被写体の色と同色系の線で描画したり、被写体
の明るさに応じて透過度や明るさを調整するのも有効である。　
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　背面ＬＣＤ８での撮影の場合は、ＥＶＦ用の接眼部３０とは逆に周辺環境の影響度があ
がるので、調整用表示の視認性を上げる方向で調整する。例えば、透過度を低くしたり、
描画線を太くかつ高彩度色で描画する。
【００２３】
　図５（ａ）～（ｄ）はトーンカーブ調整用データＴにより調整したときの画像データの
輝度レベル変化を示す。同図（ａ）は調整前の画像データＳｏの輝度レベル変化を示す。
　同図（ｂ）は調整前の画像データに対して図３（ａ）（ｂ）に示すようにトーンカーブ
調整用データＴによって暗い領域Ｄを一層暗く調整した画像データＳｄの輝度レベル変化
を示す。暗い領域Ｄに対応する画像データＳｄの輝度レベルがさらに低くなっている。
　同図（ｃ）は調整前の画像データに対して図４（ａ）（ｂ）に示すようにトーンカーブ
調整用データＴによって明るい領域Ｄを一層明るく調整した画像データＳｌの輝度レベル
変化を示す。明るい領域Ｌに対応する画像データＳｄの輝度レベルがさらに高くなってい
る。
　同図（ｄ）は（ａ）～（ｃ）の対比として露出補正の場合の各輝度レベル変化を示す。
露出補正の場合、輝度レベルが一律に変化する。
【００２４】
　図６はホワイトバランスを調整するための調整用データＷの模式図を示す。このホワイ
トバランスでは、アンバー（Ａ）、ブルー（Ｂ）、グリーン（Ｇ）、マゼンタ（Ｍ）の色
の混合率を調整する。例えば、ＡＢＧＭ色の中心位置では、ＡＢＧＭ色のそれぞれが均等
の混合率で混合される。
【００２５】
　図７は露出を調整するための調整用データＥの模式図を示す。この露出の調整では、絞
りＡＶとシャッタースピードＳＳとの関係を調整する。例えば、絞り２６ｃを変更するこ
とで、背景のぼかし量をコントロールしたり、シャッタースピードを変更することで、動
きのある被写体の静動表現を変えることができる。また、露出のオーバー、アンダーもラ
イブビューを見ながら自在に調節することができる。　
　なお、画質調整用のデータは、トーンカーブの調整用データ、ホワイトバランスの調整
用データ、露出の調整用データ、色調整の調整用データに限ることがない。
【００２６】
　操作判定部６は、ユーザによって手動操作される各種の操作部９の操作状態を判定する
。この操作部９は、例えば、レリーズボタン、動画釦、モードダイヤル、選択キー、電源
釦等を備える。レリーズボタンは、１ｓｔレリーズスイッチと、２ｎｄレリーズスイッチ
とを有する。１ｓｔレリーズスイッチは、ユーザがレリーズ釦を半押しするとオンする。
１ｓｔレリーズスイッチがオンすることにより、信号処理・制御部１は、ＡＦ処理等の撮
影準備動作を行う。２ｎｄレリーズスイッチは、ユーザがレリーズ釦を全押しするとオン
する。２ｎｄレリーズスイッチがオンすることにより、信号処理・制御部１は、静止画撮
影用の露光動作を行う。
【００２７】
　動画釦は、動画撮影の開始又は終了を指示するための操作部材である。ユーザによって
動画釦が押されると動画撮影処理が開始される。また、動画撮影処理の実行中に動画釦が
押されると、動画撮影処理が終了される。　
　モードダイヤルは、撮像装置の撮影設定を選択するための操作部材である。本実施形態
では、撮像装置の撮影設定として、例えば、静止画撮影モードと動画撮影モードを選択で
きる。静止画撮影モードは、静止画像を撮影するための撮影設定である。また、動画撮影
モードは、動画像を撮影するための撮影設定である。　
　選択キーは、例えばメニュー画面上での項目の選択や決定をするための操作部材である
。ユーザによって選択キーが操作されるとメニュー画面上での項目の選択や決定が行われ
る。
　電源釦は、撮像装置の電源をオン又はオフするための操作部材である。ユーザによって
電源釦が操作されると、本装置が起動して動作可能な状態となる。本装置が起動している



(10) JP 2013-162412 A 2013.8.19

10

20

30

40

50

間に電源釦が操作されると、本装置が省電力待機状態となる。
【００２８】
　背面ＬＣＤ８は、本装置の背面に設けられ、例えばそのＬＣＤ駆動部を有する。この背
面ＬＣＤ８は、ライブビュー表示用の画像及び記録部４に記録された静止画や動画を表示
する。この背面ＬＣＤ８の表示画面上には、タッチパネル８ａが一体的に設けられている
。いわゆる背面ＬＣＤ８は、タッチパネル付背面ＬＣＤ８である。　
　このタッチパネル８ａは、ユーザの指等の接触（タッチ）を検出し、このタッチ位置を
示す座標を含む接触信号を出力する。信号処理・制御部１は、タッチパネル８ａを駆動す
ると共に、タッチパネル８ａからの接触信号を入力し、この接触信号からユーザのタッチ
パネル付背面ＬＣＤ８に対するタッチを検出し、そのタッチに応じた処理を実行する。　
　タッチパネル操作は、上述のトーンカーブ、ホワイトバランス、露出調整に代表される
２次元入力装置として最適で、特に、タッチパネル付背面ＬＣＤ８での撮影時に有効であ
る。タッチパネル付背面ＬＣＤ８での撮影時は、タッチパネル８ａによる入力操作性を向
上させるために、調整用画面がはっきりと表示されている方がよい。　
　一方、ＥＶＦ用の接眼部３０での撮影の場合には、ユーザが背面ＬＣＤ８の表示を見る
ことが困難であり、このためタッチパネル８ａの操作性は良好ではないので、ＥＶＦ用の
接眼部３０を覗きながら操作部９（ダイヤルや十字キーなど）の操作で２次元入力を行え
るようにする。
【００２９】
　通信部１２は、ＥＶＦ用接眼部３０の通信部３２との間でデータ通信を行う。　
　通信部１４は、上記の通り、交換レンズ部２０の通信部２８との間でデータ通信を行う
。
　信号処理・制御部１は、静止又は動画の撮像時に、撮像素子２から出力される画像信号
を入力し、この画像信号に対して画像処理を行い、静止画又は動画の画像データを取得す
る。この信号処理・制御部１は、静止画又は動画を撮像する際に、コントラストＡＦ処理
や、ＡＥ処理を行う。　
　コントラストＡＦ処理は、撮像素子２の撮像により得られた画像データの高周波成分を
抽出し、この抽出した高周波成分を積算することによりＡＦ用の合焦評価値を取得し、こ
の合焦評価値に従って画像データのコントラストを評価しながら交換レンズ部２０のレン
ズ系２６のピント調整用レンズを合焦状態となる位置に調整する。　
　ＡＥ処理は、撮像素子２の撮像により得られた画像データを用いて被写体の輝度を算出
し、この被写体の輝度に従って露光時の絞り２６ｃの開口量（絞り値）、撮像素子２の露
出時間（電子シャッタスピード）又は機械式シャッタのシャッタスピードを算出する。
【００３０】
　信号処理・制御部１は、撮像素子２の撮像により得られた画像データに対する各種の画
像処理、例えば色補正処理、ガンマ（γ）補正処理、圧縮処理、この圧縮されている画像
データに対する伸張処理などを行う。　
　この信号処理・制御部１は、通常の撮影モード、再生モード、画質調節モードなどを選
択可能とし、画像調節表示制御モードが選択されると、記録部４のFlashＲＯＭに記憶さ
れている画質調整プログラムを実行することにより、撮像素子２及びレンズ系２６を含む
撮像部により被写体を撮像し、撮像素子２から出力される画像信号を画像処理して生成さ
れたライブビュー表示をＥＶＦ用の接眼部３０とタッチパネル付背面ＬＣＤ８とにそれぞ
れ表示し、かつ画質調整用の表示態様をＥＶＦ用の接眼部３０と背面ＬＣＤ８とに対して
それぞれ調整可能とする。この信号処理・制御部１は、画質調整部１０１と、タッチ検出
部１０２と、表示制御部１０３とを有する。
【００３１】
　画質調整部１０１は、ライブビュー表示しているＥＶＦ用の接眼部３０とタッチパネル
付背面ＬＣＤ８とにそれぞれ撮像に係る画質調整用の情報、ここでは画質調整用表示とし
て例えば図２に示すようなトーンカーブの調整用データＴ、図６に示すようなホワイトバ
ランスを調整するための調整用データＷ、図７に示すような露出を調整するための調整用
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データＥ等をそれぞれ重畳して表示し、かつ画質調整用の表示態様、例えば画質調整用表
示の明るさをＥＶＦ用の接眼部３０とタッチパネル付背面ＬＣＤ８とに対してそれぞれ調
整可能とする。なお、表示態様は、上記の通り明るさに限らず、例えば描画線の太さや色
、透過度等でもよい。　
　画質調整部１０１は、ＥＶＦ用の接眼部３０に画質調整用表示を表示するときの表示態
様をライブビュー表示に比較して目立たなく設定し、タッチパネル付背面ＬＣＤ８に画質
調整用表示を表示するときの表示態様をライブビュー表示に比較して目立つように設定す
る。　
　言い換えれば、画質調整部１０１は、撮像時にＥＶＦ用の接眼部３０に画質調整用表示
を表示するときの視認度をライブビュー表示に比較して小さく設定し、画質調整時にタッ
チパネル付背面ＬＣＤ８に画質調整用表示を表示するときの視認度をライブビュー表示に
比較して大きく設定する。
【００３２】
　ここで、表示形態の視認度の設定の例として明るさの設定について説明すると、画質調
整部１０１は、図１Ｂに示すように、撮像時に、ＥＶＦ用の接眼部３０に画質調整用表示
を表示するときの明るさをライブビュー表示よりも小さく設定し、画質調整時に、タッチ
パネル付背面ＬＣＤ８に画質調整用表示を表示するときの明るさをライブビュー表示より
も設定する。　
　具体的に、画質調整部１０１は、接眼センサ３の検出によりユーザの眼部がＥＶＦ用の
接眼部３０を覗いていることを検出すると、撮像時に、ＥＶＦ用の接眼部３０に表示する
画質調整用表示の明るさを小さく設定する。画質調整用表示の明るさは、例えば通常のラ
イブビュー表示の明るさよりも予め設定された値だけ小さく設定されている。この画質調
整用表示の明るさは、それぞれ異なる各段毎に明るさが暗くなる複数段の明るさが予め用
意され、これら各段の明るさからユーザが選択して設定してもよい。
【００３３】
　画質調整部１０１は、接眼センサ３の検出によりユーザの眼部がＥＶＦ用の接眼部３０
を覗いていなければ、画質調整時に、タッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示する画質調整用
表示の明るさを大きく設定する。この画質調整用表示の明るさは、例えば通常のライブビ
ュー表示の明るさよりも予め設定された値だけ大きく設定されている。この画質調整用表
示の明るさは、それぞれ異なる各段毎に明るさが明るくなる複数段の明るさが予め用意さ
れ、これら各段の明るさからユーザが選択して設定してもよい。　
　画質調整部１０１は、画質調整時に、画質調整用表示の明るさをライブビュー表示の明
るさよりも大きくすることにより、画質調整用表示をライブビュー表示よりも鮮明で、認
識性高く表示できるものとなるが、さらにタッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示する画質調
整表示の明るさを大きく設定すると共に、ライブビュー表示を消すように設定してもよい
。
　なお、表示態様が描画線の太さであれば、画質調整部１０１は、撮像時に、ＥＶＦ用の
接眼部３０に画質調整用表示を表示するときの描画線の太さを細く設定し、画質調整時に
、タッチパネル付背面ＬＣＤ８に画質調整用表示を表示するときの描画線の太さを太く設
定する。　
　表示態様が描画線の色であれば、画質調整部１０１は、撮像時に、ＥＶＦ用の接眼部３
０に画質調整用表示を表示するときの描画線の色を低彩度色（例えばグレー）に設定し、
画質調整時に、タッチパネル付背面ＬＣＤ８に画質調整用表示を表示するときの描画線の
色を高彩度色に設定する。　
　表示態様が描画線の透過度であれば、画質調整部１０１は、撮像時に、ＥＶＦ用の接眼
部３０に画質調整用表示を表示するときの透過度を高く設定し、画質調整時に、タッチパ
ネル付背面ＬＣＤ８に画質調整用の操作画面を表示するときの透過度を低く設定する。
【００３４】
　タッチ検出部１０２は、タッチパネル８ａに対するユーザの指等のタッチを検出する。
　画質調整部１０１は、タッチ検出部１０２から出力されるタッチ検出信号を受けて画質
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調整用表示に対する操作に応じた画質調整を行う。例えば、画質調整部１０１は、トーン
カーブの調整を行う場合、タッチパネル８ａに対するタッチを検出する毎に、ＥＶＦ用の
接眼部３０及びタッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示するトーンカーブ調整用データＴを、
例えば調整用データＴ１、Ｔ２、…、Ｔｎの順序に切り替える。この画質調整部１０１は
、切り替えられた各調整用データＴ１、Ｔ２、…、Ｔｎに従ってライブビュー表示される
画像の明るさを調整する。
【００３５】
　表示制御部１０６は、例えば、通常の撮影モード時に、信号処理・制御部１によって各
種の画像処理された画像データや、画質調整部１０１により画質調整された画像データを
タッチパネル付背面ＬＣＤ８に再生する。又、表示制御部１０６は、例えば記録部４に記
憶されている画質調整された画像データをタッチパネル付背面ＬＣＤ８に再生する。
【００３６】
　次に、上記の如く構成された装置の動作について図８に示す表示制御フローチャートに
従って説明する。　
　信号処理・制御部１は、ステップＳ１０１において、本装置の電源が投入（ＯＮ）され
たか否かを判定する。この判定の結果、電源が投入されていなければ、信号処理・制御部
１は、スタンバイ状態になる。　
　電源が投入されると、信号処理・制御部１は、ステップＳ１０２において、撮影モード
に設定されたか否かを判定する。この判定の結果、撮影モードに設定されていると、信号
処理・制御部１は、ステップＳ１０３において、各通信部１４、２８を介して交換レンズ
部２０のレンズ制御部２１との間でデータ通信を開始し、ステップＳ１０４において、コ
ントラストＡＦ処理、ＡＥ処理の制御を行う。コントラストＡＦ処理では、撮像素子２の
撮像により得られた画像データの高周波成分を抽出し、この抽出した高周波成分を積算し
てＡＦ用の合焦評価値を取得し、この合焦評価値に従って画像データのコントラストを評
価しながら交換レンズ部２０のレンズ系２６のピント調整用レンズを合焦状態となる位置
に調整する。ＡＥ処理では、撮像素子２の撮像により得られた画像データを用いて被写体
の輝度を算出し、この被写体の輝度に従って露光時の絞り２６ｃの開口量（絞り値）、電
子シャッタースピードを算出する。
【００３７】
　信号処理・制御部１は、ステップＳ１１１において、接眼センサ３から出力される検出
信号を入力し、接眼センサ３によりユーザがＥＶＦ用の接眼部３０を覗いているか否かを
判定する。ここで、ユーザがＥＶＦ用の接眼部３０を覗いているのは、ユーザがＥＶＦ用
の接眼部３０内の被写体像やその構図がベストになるように撮像装置本体の姿勢を変えた
りしてＥＶＦ用の接眼部３０内の被写体に意識を集中し、被写体の撮像を行っているとき
である。
【００３８】
　この判定の結果、ユーザがＥＶＦ用の接眼部３０を覗いていると、信号処理・制御部１
は、ステップＳ１１２において、レンズ系２６を通して撮像素子２により被写体を撮像し
、この撮像素子２から出力される画像信号を画像処理し、ライブビュー表示をＥＶＦ用の
接眼部３０に行う。
【００３９】
　信号処理・制御部１は、ステップＳ１１３において、例えばトーンカーブの調整等の画
質調整を行うか否かを判定する。この画質調整を行うか否かの判定は、例えば、操作９に
備えられている釦をユーザが操作することにより選択するか、又は画質調整を行うか否か
を選択するための選択表示をタッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示し、このタッチパネル付
背面ＬＣＤ８に対するユーザの指のタッチにより選択してもよい。
【００４０】
　この判定の結果、画質調整を行うのであれば、画質調整部１０１は、ステップＳ１１４
において、ＥＶＦ用の接眼部３０に画質調整用表示、例えば図２に示すようなトーンカー
ブの調整用データＴ、図６に示すようなホワイトバランスを調整するための調整用データ
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Ｗ、又は図７に示すような露出を調整するための調整用データＥ等をライブビュー表示に
重畳して表示する。　
　図９はＥＶＦ用の接眼部３０に表示されるライブビューの被写体像Ｋと、このライブビ
ュー表示に重畳されるトーンカーブの調整用データＴとを示す。このトーンカーブの調整
用データＴは、図２に示すように複数の調整用データＴ１、Ｔ２、…、Ｔｎを有するので
、これら調整用データＴ１、Ｔ２、…、Ｔｎのうちいずれか１つの調整用データが選択さ
れることにより、この選択された調整用データＴ１、Ｔ２、…、又はＴｎによって被写体
像Ｋを含むライブビュー表示の明るさが調整される。この調整用データＴ１、Ｔ２、…、
Ｔｎの選択は、例えば操作部９に備えられている釦をユーザが操作することにより行われ
る。
【００４１】
　画質調整部１０１は、ステップＳ１１５において、トーンカーブ等の画質調整を終了す
るか否かを判定する。この画質調整の終了は、例えば、操作部９備えられている終了の釦
に対するユーザの操作を検出することにより判定される。　
　この判定の結果、終了の釦をユーザが操作しなければ、画質調整部１０１は、ステップ
Ｓ１３１を通してステップＳ１０１に戻り、画質調整を続ける。終了の釦をユーザが操作
すると、信号処理・制御部１は、ステップＳ１１６において、ＥＶＦ用の接眼部３０に表
示している画質調整用表示、例えば図２に示すようなトーンカーブの調整用データＴ、図
６に示すようなホワイトバランスを調整するための調整用データＷ、又は図７に示すよう
な露出を調整するための調整用データＥ等の表示を終了する。
【００４２】
　信号処理・制御部１は、ステップＳ１３１において、静止画の撮像動作を行うのか否か
を判定する。この静止画の撮像は、操作部９におけるレリーズボタンの１ｓｔレリーズス
イッチが半押しされ、続いて２ｎｄレリーズスイッチが全押しされたか否かを判定する。
この判定の結果、１ｓｔレリーズスイッチが半押されると、信号処理・制御部１は、ＡＦ
処理等の撮影準備動作を行い、続いて２ｎｄレリーズスイッチが全押されると、静止画撮
影用のＡＥ動作を行い、撮像素子２を介して得られた静止画の画像データを画像処理する
。
　信号処理・制御部１は、ステップＳ１３２において、撮像素子２を介して得られた静止
画の画像データを画像処理するときに、画質調整用表示において選択された例えばトーン
カーブの調整用データＴに基いて静止画の画像データの画質を調整する。　
　信号処理・制御部１は、ステップＳ１３３において、画質調整された静止画の画像デー
タにヘッダを付与して静止画像ファイルを生成し、この静止画像ファイルを記録部４に記
憶する。
【００４３】
　一方、ＥＶＦ用の接眼部３０に対してユーザが覗いているか否かの判定の結果（ステッ
プＳ１１１）、ユーザがＥＶＦ用の接眼部３０を覗いていなければ、信号処理・制御部１
は、ステップＳ１２１において、レンズ系２６を通して撮像素子２により被写体を撮像し
、この撮像素子２から出力される画像信号を画像処理し、そのライブビュー表示をタッチ
パネル付背面ＬＣＤ８に行う。　
　ここで、ユーザがＥＶＦ用の接眼部３０に接近せずに覗いていないのは、ユーザがタッ
チパネル付背面ＬＣＤ８に表示されている被写体像を含むライブビュー表示を観察し、被
写体の撮像を行おうとするときである。
【００４４】
　信号処理・制御部１は、ステップＳ１２２において、例えばトーンカーブの調整等の画
質調整を行うか否かを判定する。この画質調整を行うか否かの判定は、例えば、上記同様
に、操作部９に備えられている釦をユーザが操作することにより選択するか、又は画質調
整を行うか否かを選択するための選択表示をタッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示し、この
タッチパネル付背面ＬＣＤ８に対するユーザの指のタッチにより選択してもよい。
【００４５】
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　この判定の結果、画質調整を行うのであれば、信号処理・制御部１は、ステップＳ１２
３において、タッチパネル付背面ＬＣＤ８に画質調整用表示、例えば図２に示すようなト
ーンカーブの調整用データＴ、図６に示すようなホワイトバランスを調整するための調整
用データＷ、又は図７に示すような露出を調整するための調整用データＥ等をライブビュ
ー表示に重畳して表示する。　
　この場合、画質調整部１０１は、タッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示する画質調整用表
示の例えば明るさを予め設定された値だけ大きく設定する。この画質調整用の操作画面の
明るさは、それぞれ異なる各段毎に明るさが明るくなる複数段の明るさが予め用意され、
これら各段の明るさからユーザが選択して設定してもよい。画質調整用表示の明るさをラ
イブビュー表示の明るさよりも大きくすることにより、画質調整用表示は、ライブビュー
表示よりも鮮明で、認識性高く表示できるものとなる。さらにはライブビュー表示を消す
ようにしてもよい。　
　図１０はタッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示される画質調整用表示として例えばトーン
カーブの調整用データＴを示す。この画質調整用表示は、被写体像のライブビュー表示を
消している状態を示す。ライブビュー表示を消している状態では、例えばトーンカーブの
調整用データＴ等の画質調整用表示が鮮明で、認識性高く表示される。
【００４６】
　トーンカーブの調整用データＴの選択では、画質調整部１０１は、タッチパネル８ａに
対するユーザの指等のタッチを検出する毎に、タッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示するト
ーンカーブ調整用データＴを、例えば図２に示すように調整用データＴ１、Ｔ２、…、Ｔ
ｎの順序に切り替える。この画質調整部１０１は、切り替えられた各調整用データＴ１、
Ｔ２、…、Ｔｎに従ってライブビュー表示する画像の明るさをそれぞれ調整する。
【００４７】
　信号処理・制御部１は、ステップＳ１２４において、トーンカーブ等の画質調整を終了
するか否かを判定する。この画質調整の終了は、例えば、操作部９に備えられている終了
の釦に対するユーザの操作を検出することにより判定される。　
　この判定の結果、終了の釦をユーザが操作しなければ、画質調整部１０１は、上記同様
に、ステップＳ１３１を通してステップＳ１０１に戻り、画質調整を続ける。終了の釦を
ユーザが操作すると、信号処理・制御部１は、ステップＳ１２５において、タッチパネル
付背面ＬＣＤ８に表示している画質調整用表示、例えば図２に示すようなトーンカーブの
調整用データＴ、図６に示すようなホワイトバランスを調整するための調整用データＷ、
又は図７に示すような露出を調整するための調整用データＥ等の表示を終了する。　
　これと共に信号処理・制御部１は、レンズ系２６を通して撮像素子２により被写体を撮
像し、この撮像素子２から出力される画像信号を画像処理してそのライブビュー表示をタ
ッチパネル付背面ＬＣＤ８に行う。
【００４８】
　これ以降、上記同様に、信号処理・制御部１は、ステップＳ１３１において、静止画の
撮像動作を行うのか否かを判定し、静止画の撮像を行うのであれば、ＡＦ処理等の撮影準
備動作を行い、続いてＡＥ動作を行い、撮像素子２を介して得られた静止画の画像データ
を画像処理する。　
　信号処理・制御部１は、ステップＳ１３２において、撮像素子２を介して得られた静止
画の画像データを画像処理するときに、画質調整用表示において選択された例えばトーン
カーブの調整用データＴを基づいて静止画の画像データの画質を調整し、ステップＳ１３
３において、画質調整された静止画の画像データを静止画像ファイルとして記録部４に記
憶する。
【００４９】
　一方、撮像モードに設定されていなければ、信号処理・制御部１は、ステップＳ１０２
からステップＳ１０３に移り、再生モードに設定されているか否かを判定する。この判定
の結果、再生モードに設定されていると、信号処理・制御部１は、ステップＳ１４２にお
いて、記録部４のＲＯＭに記憶されている再生プログラムを実行し、当該ＲＯＭに記憶さ
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れている静止画又は動画のデータを読み出し、当該静止画又は動画のデータを表示制御部
１０３を介してタッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示する。
【００５０】
　信号処理・制御部１は、ステップＳ１４３において、タッチパネル付背面ＬＣＤ８に表
示する静止画又は動画のデータを変更するか否かを判定し、別の静止画又は動画のデータ
に変更するのであれば、ステップＳ１４４において、例えばFlashＲＯＭに記憶されてい
る別の静止画又は動画のデータを読み出し、当該静止画又は動画のデータを表示制御部１
０３を介してタッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示する。　
　再生モードに設定されていなければ、信号処理・制御部１は、ステップＳ１４１からス
テップＳ１４５に移り、外部機器の間でデータ通信を行い、例えばFlashＲＯＭに記憶さ
れている静止画又は動画のデータを外部機器に送る。
【００５１】
　次に、画質調整の動作（ステップＳ１１４、Ｓ１２３）について図１１に示す画質調整
フローチャートに従って説明する。　
　画質調整部１０１は、ステップＳ２０１において、トーンカーブの調整を行うか否かを
判定する。この判定では、画質調整部１０１は、画質調整の項目選択用の画面をタッチパ
ネル付背面ＬＣＤ８に表示し、当該画面上からトーンカーブの調整、ホワイトバランスの
調整、又は露出の調整を選択するようにすればよい。　
　この判定の結果、トーンカーブの調整であれば、画質調整部１０１は、ステップＳ２０
２において、記録部４に記憶されている図２に示すトーンカーブ調整用データＴのうち例
えば調整用データＴ１を読み出し、この調整用データＴ１をライブビュー表示に重畳させ
てＥＶＦ用の接眼部３０及びタッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示する。
【００５２】
　ユーザは、被写体を撮像するときの明るさを調整するために、すなわちライブビュー表
示の明るさを調整するためにタッチパネル付背面ＬＣＤ８のタッチパネル８ａに対してタ
ッチを行い、このタッチ毎に各調整用データＴ１、Ｔ２、…、Ｔｎを切り替える。　
　画質調整部１０１は、ステップＳ２０３において、切り替えられた調整用データＴ１、
Ｔ２、…、又はＴｎが画像データ中の暗い部分を暗く調整するか否か、すなわち画像デー
タ中の黒部分を強調するか否かを判定する。　
　この判定の結果、調整用データＴ１、Ｔ２、…、又はＴｎが切り替わる毎に画像データ
中の暗い部分を暗く調整するものであれば、画質調整部１０１は、ステップＳ２０４にお
いて、例えば図３（ａ）（ｂ）に示すように画像データの暗い部分を所定の明るさだけ暗
くしてライブビュー表示に重畳させてＥＶＦ用の接眼部３０及びタッチパネル付背面ＬＣ
Ｄ８に表示する。
【００５３】
　一方、調整用データＴｎ、…、Ｔ２、又はＴ１が切り替わる毎に画像データ中の明るい
部分を明るく調整するものであれば、画質調整部１０１は、ステップＳ２０５からステッ
プＳ２０６に移り、例えば図４（ａ）（ｂ）に示すように画像データの明るい部分を所定
の明るさだけ明るくしてライブビュー表示に重畳させてＥＶＦ用の接眼部３０及びタッチ
パネル付背面ＬＣＤ８に表示する。　
　なお、トーンカーブ調整用データＴ（Ｔ１、Ｔ２、…、又はＴｎ）を選択してトーンカ
ーブを調整したときの画像データの輝度レベル変化は、図５（ａ）～（ｄ）に示す。
【００５４】
　このようなトーンカーブの調整時、接眼センサ３の検出によりユーザの眼部がＥＶＦ用
の接眼部３０に近付いている場合、画質調整部１０１は、撮像時に、ＥＶＦ用の接眼部３
０に表示する画質調整用表示の明るさを予め設定された値だけ小さく設定する。なお、画
質調整用表示の明るさは、それぞれ異なる各段毎に明るさからユーザが選択して設定して
もよい。
【００５５】
　又、画質調整部１０１は、接眼センサ３の検出によりユーザがＥＶＦ用の接眼部３０を
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覗いていなければ、タッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示するトーンカーブ調整用表示の例
えば明るさを大きく設定する。このトーンカーブの調整用表示の明るさは、例えば通常の
ライブビュー表示の明るさよりも予め設定された値だけ大きく設定されている。このトー
ンカーブの調整用表示の明るさは、それぞれ異なる各段毎に明るさが明るくなる複数段の
明るさが予め用意され、これら各段の明るさからユーザが選択して設定してもよい。さら
に、画質調整部１０１は、タッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示するトーンカーブ調整用表
示の明るさを大きく設定すると共に、ライブビュー表示を消すように設定してもよい。
【００５６】
　画質調整がトーンカーブでなければ、画質調整部１０１は、ステップＳ２０１からステ
ップＳ２１１に移り、ホワイトバランスの調整であるか否かを判定する。この判定の結果
、ホワイトバランスの調整であれば、画質調整部１０１は、ステップＳ２１２において、
図６に示すようなホワイトバランスを調整するための調整用データＷの表示をライブビュ
ー表示に重畳してタッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示する。
【００５７】
　このホワイトバランスの調整時、接眼センサ３の検出によりユーザがＥＶＦ用の接眼部
３０を覗いている場合、画質調整部１０１は、上記同様に、ＥＶＦ用の接眼部３０に表示
するホワイトバランス調整用表示の明るさを予め設定された値だけ小さく設定する。　
　又、画質調整部１０１は、接眼センサ３の検出によりユーザがＥＶＦ用の接眼部３０を
覗いていなければ、ホワイトバランス調整時に、タッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示する
ホワイトバランス調整用表示の明るさを大きく設定する。
【００５８】
　ユーザは、被写体を撮像するときのホワイトバランスを調整するために、タッチパネル
付背面ＬＣＤ８に表示されている図６に示すようなホワイトバランス調整用表示上に対し
てＡＢＧＭの色の所定の混合率になる部分をタッチする。タッチパネル８ａは、ユーザの
指等のタッチ位置を示す座標を含む接触信号を出力するので、画質調整部１０１は、タッ
チパネル８ａからの接触信号に含む座標からホワイトバランス調整用表示上のタッチ位置
を判定し、このタッチ位置からホワイトバランス調整におけるＡＢＧＭ色の混合率を判定
する。
【００５９】
　すなわち、画質調整部１０１は、ステップＳ２１３において、ホワイトバランス調整用
表示上のタッチ位置に基づいてＡＢＧＭ色の混合率がＡ又はＢ色側であるか否かを判定し
、Ａ又はＢ色側であれば、ステップＳ２１４において、Ａ又はＢ色系の調整としてＡＢＧ
Ｍ色の混合率を設定する。　
　Ａ又はＢ色側でなければ、画質調整部１０１は、ステップＳ２１３からステップＳ２１
５に移り、ホワイトバランス調整用表示上のタッチ位置に基づいてＡＢＧＭ色の混合率が
Ｇ又はＭ色側であるか否かを判定し、Ｇ又はＭ色側であれば、ステップＳ２１６４におい
て、Ｇ又はＭ色系の調整としてＡＢＧＭ色の混合率を設定する。
【００６０】
　画質調整がホワイトバランスでなければ、画質調整部１０１は、ステップＳ２１１から
他のステップに移り、露出又は色調整等であるか否かを判定する。この判定の結果、露出
の調整であれば、画質調整部１０１は、図７に示すような露出調整用表示をライブビュー
表示に重畳してタッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示する。　
　この露出調整時も、接眼センサ３の検出によりユーザがＥＶＦ用の接眼部３０を覗いて
いる場合、画質調整部１０１は、上記同様に、ＥＶＦ用の接眼部３０に表示する露出調整
用表示の明るさを予め設定された値だけ小さく設定する。　
　又、画質調整部１０１は、接眼センサ３の検出によりユーザがＥＶＦ用の接眼部３０を
覗いていなければ、露出調整時に、タッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示する露出調整用表
示の明るさを大きく設定する。
【００６１】
　ユーザは、被写体を撮像するときの露出を調整するために、タッチパネル付背面ＬＣＤ
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８に表示されている図７に示すような露出調整用表示上に対して所望の絞りＡＶとシャッ
タースピードＳＳとの関係になる部分をタッチする。タッチパネル８ａは、ユーザの指等
のタッチ位置を示す座標を含む接触信号を出力するので、画質調整部１０１は、タッチパ
ネル８ａからの接触信号に含む座標から露出調整用表示上のタッチ位置を判定し、このタ
ッチ位置から露出調整における絞りＡＶとシャッタースピードＳＳとを判定する。
【００６２】
　このように上記第１の実施の形態によれば、ＥＶＦ用の接眼部３０とタッチパネル付背
面ＬＣＤ８とにそれぞれ例えば図２に示すようなトーンカーブ等の画質調整用表示等をそ
れぞれライブビュー表示に重畳して表示し、かつ画質調整用の表示態様をＥＶＦ用の接眼
部３０と背面ＬＣＤ８とに対してそれぞれ調整可能とする。　
　具体的に、画質調整用表示の表示態様、例えば明るさや、描画線の太さや色、透過度等
をそれぞれ調整可能、ここでは、例えば撮像時に、ＥＶＦ用の接眼部３０に画質調整用表
示の明るさを小さく設定し、画質調整時に、タッチパネル付背面ＬＣＤ８に画質調整用表
示の明るさを大きく設定するので、トーンカーブ等の画質調整用表示をライブビュー表示
よりも鮮明で、認識性高く表示できる。さらにタッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示する画
質調整用表示の明るさを大きく設定すると共に、ライブビュー表示を消すことにより、ト
ーンカーブ等の画質調整用表示をより鮮明で、認識性高く表示できる。
【００６３】
　被写体を撮像するときにユーザは、ＥＶＦ用の接眼部３０内の被写体に意識を集中して
被写体像やその構図を決めるので、ＥＶＦ用の接眼部３０内には、認識性の良い被写体像
を表示することができ、かつ画質調整時には、タッチパネル付背面ＬＣＤ８にトーンカー
ブ等の画質調整用表示を鮮明で認識性高く表示してトーンカーブ等の画質調整を操作し易
くできる。これにより、被写体の撮像や被写体を撮像するときの画質調整の操作性を向上
することができる。
［第２の実施の形態］
　次に、本発明の第２の実施の形態について図面を参照して説明する。　
　図１２はリトラクタブルのタッチパネル付背面ＬＣＤ８を備えた撮像装置の構成図を示
す。この装置におけるタッチパネル付背面ＬＣＤ８は、カメラ本体１０に対してリトラク
タブルで、図１２はリトラクタブルのタッチパネル付背面ＬＣＤ８をカメラ本体１０から
引き出した状態を示す。このタッチパネル付背面ＬＣＤ８を引き出した状態は、ユーザが
タッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示される被写体像の画像を観察したいである。
【００６４】
　図１３は撮像装置の構成図を示す。なお、同図では図１と同一部分に同一符号を付して
その詳しい説明は省略する。信号処理・制御部１は、引出判定部１０４を有する。この引
出判定部１０４は、タッチパネル付背面ＬＣＤ８がカメラ本体１０から引き出されたか否
かを判定する。　
　画質調整部１０１は、タッチパネル付背面ＬＣＤ８とＥＶＦ用の接眼部３０とにそれぞ
れトーンカーブ等の画質調整用表示を表示し、かつ接眼センサ３の検出結果と引出判定部
１０４の判定結果とに応じてタッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示されるトーンカーブ等の
画質調整用画質調整用表示の表示態様、例えば明るさや、描画線の太さや色、透過度等を
それぞれ調整とする。
【００６５】
　タッチパネル付背面ＬＣＤ８がカメラ本体１０から引き出されることが引出判定部１０
４により判定されると、画質調整部１０１は、タッチパネル付背面ＬＣＤ８にライブビュ
ーを優先表示する。　
　接眼センサ３の検出によりユーザがＥＶＦ用の接眼部３０を覗いておらず、かつ引出判
定部１０４の判定によりタッチパネル付背面ＬＣＤ８が引き出されていない場合、画質調
整を行うと、画質調整部１０１は、タッチパネル付背面ＬＣＤ８にトーンカーブ等の画質
調整用表示を表示すると共に、当該タッチパネル付背面ＬＣＤ８のライブビュー表示の例
えば明るさを小さく設定する。この画質調整部１０１は、ライブビュー表示を消してもよ
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い。
【００６６】
　接眼センサ３の検出によりユーザがＥＶＦ用の接眼部３０を覗いておらず、かつ引出判
定部１０４の判定によりタッチパネル付背面ＬＣＤ８が図１２に示すようにカメラ本体１
０から引き出されている場合、画質調整を行うと、画質調整部１０１は、タッチパネル付
背面ＬＣＤ８に表示されているライブビュー表示にトーンカーブ等の画質調整用表示を重
畳する。
【００６７】
　次に、上記の如く構成された装置の動作について図１４に示す表示制御フローチャート
に従って説明する。なお、図８と同一ステップはその動作説明を省略する。　
　ユーザがＥＶＦ用の接眼部３０を覗いているか否かの判定の結果（ステップＳ１１１）
、ユーザがＥＶＦ用の接眼部３０を覗いていなければ、信号処理・制御部１は、ステップ
Ｓ１２１ａに移り、引出判定部１０４によりタッチパネル付背面ＬＣＤ８が図１２に示す
ようにカメラ本体１０から引き出されているか否かを判定する。
【００６８】
　この判定の結果、タッチパネル付背面ＬＣＤ８がカメラ本体１０から引き出されていな
ければ、信号処理・制御部１は、上記同様に、ステップＳ１２１において、ライブビュー
表示をタッチパネル付背面ＬＣＤ８に行う。　
　これ以降、信号処理・制御部１は、上記同様に、ステップＳ１２２において、例えばト
ーンカーブの調整等の画質調整を行うか否かを判定し、画質調整を行うのであれば、ステ
ップＳ１２３において、タッチパネル付背面ＬＣＤ８に画質調整用画質調整用表示、例え
ば図２に示すようなトーンカーブの調整用データＴ、図６に示すようなホワイトバランス
を調整するための調整用データＷ、又は図７に示すような露出を調整するための調整用デ
ータＥ等を表示し、かつライブビュー表示を消す。
【００６９】
　タッチパネル付背面ＬＣＤ８をカメラ本体１０から引き出していなければ、ユーザは、
タッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示されているトーンカーブの調整等の画質調整用表示を
見て画質を調整していることが多く、ライブビュー表示を消してあれば、トーンカーブの
調整等の画質調整用表示のみがタッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示され、トーンカーブの
調整等の画質調整の操作がし易くなる。
【００７０】
　この後、信号処理・制御部１は、ステップＳ１２４において、トーンカーブ等の画質調
整を終了するか否かを判定し、終了であれば、ステップＳ１２５において、タッチパネル
付背面ＬＣＤ８に表示しているトーンカーブ等の画質調整用表示を終了し、これと同時に
、ライブビューをタッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示する。
【００７１】
　一方、タッチパネル付背面ＬＣＤ８がカメラ本体１０から引き出されていれば、信号処
理・制御部１は、ステップＳ１２１ａからステップＳ１５１に移り、ライブビュー表示を
タッチパネル付背面ＬＣＤ８に行う。　
　信号処理・制御部１は、ステップＳ１５２において、例えばトーンカーブの調整等の画
質調整を行うか否かを判定し、画質調整を行うのであれば、ステップＳ１５３において、
タッチパネル付背面ＬＣＤ８に画質調整用表示、例えば図２に示すようなトーンカーブの
調整用データＴ、図６に示すようなホワイトバランスを調整するための調整用データＷ、
又は図７に示すような露出を調整するための調整用データＥ等をライブビュー表示に重畳
して表示する。この場合、画質調整部１０１は、タッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示する
画質調整用表示の例えば明るさを予め設定された値だけ大きく設定する。
【００７２】
　タッチパネル付背面ＬＣＤ８をカメラ本体１０から引き出していれば、ユーザは、タッ
チパネル付背面ＬＣＤ８に表示されているライブビュー表示を観察しながら被写体の静止
画又は動画を撮像することが多い。この場合、トーンカーブの調整等の画質調整用表示を
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ライブビュー表示に重畳して表示することにより、ライブビュー表示を観察しながら被写
体の静止画又は動画の撮像を行い、かつこの撮像時にトーンカーブの調整等の画質調整用
表示を見て画質を調整することができる。
【００７３】
　信号処理・制御部１は、ステップＳ１５４において、トーンカーブ等の画質調整を終了
するか否かを判定し、終了であれば、ステップＳ１５５において、タッチパネル付背面Ｌ
ＣＤ８に表示しているトーンカーブ等の画質調整用表示の表示を終了する。　
　なお、信号処理・制御部１は、タッチパネル付背面ＬＣＤ８にライブビュー表示を行っ
ている状態に（ステップＳ１５１）、例えばトーンカーブの調整等の画質調整を行わず、
ステップＳ１５６において、タッチパネル付背面ＬＣＤ８にタッチ操作が行われると、信
号処理・制御部１は、ステップＳ１３１に移り、上記同様に、静止画の撮像動作を行うの
か否かを判定し、静止画の撮像を行うのであれば、ＡＦ処理等の撮影準備動作を行い、続
いてＡＥ動作を行い、撮像素子２を介して得られた静止画の画像データを画像処理し、ス
テップＳ１３２において、画質調整用表示において選択された例えばトーンカーブの調整
用データＴに基いて静止画の画像データの画質を調整し、ステップＳ１３３において、画
質調整された静止画の画像データにヘッダを付与して静止画像ファイルを生成し、この静
止画像ファイルを記録部４に記憶する。
【００７４】
　このように上記第２の実施の形態によれば、タッチパネル付背面ＬＣＤ８がカメラ本体
１０から引き出されたか否かを判定し、タッチパネル付背面ＬＣＤ８が引き出されると、
タッチパネル付背面ＬＣＤ８にライブビューを優先表示する。この場合、ユーザがＥＶＦ
用の接眼部３０を覗いておらず、かつタッチパネル付背面ＬＣＤ８が図１２に示すように
カメラ本体１０から引き出されていると、タッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示されている
ライブビュー表示にトーンカーブ等の操作画面を重畳する。　
　又、ユーザがＥＶＦ用の接眼部３０を覗いておらず、かつタッチパネル付背面ＬＣＤ８
が引き出されていない場合、タッチパネル付背面ＬＣＤ８にトーンカーブ等の画質調整用
表示と共に、当該タッチパネル付背面ＬＣＤ８のライブビュー表示の明るさを小さく設定
し、例えばライブビュー表示を消してもよい。
【００７５】
　このようにタッチパネル付背面ＬＣＤ８をカメラ本体１０から引き出していなければ、
ユーザは、タッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示されているトーンカーブの調整等の画質調
整用表示を見て画質を調整することができ、ライブビュー表示を消せば、トーンカーブの
調整等の画質調整用表示のみがタッチパネル付背面ＬＣＤ８に表示され、トーンカーブの
調整等の画質調整の操作がし易くなる。
【００７６】
　タッチパネル付背面ＬＣＤ８をカメラ本体１０から引き出していれば、ユーザは、タッ
チパネル付背面ＬＣＤ８に表示されているライブビュー表示を観察しながら被写体の静止
画又は動画を撮像することができ、トーンカーブの調整等の画質調整用表示をライブビュ
ー表示に重畳して表示することにより、ライブビュー表示を観察しながら被写体の静止画
又は動画の撮像を行い、かつこの撮像時にトーンカーブの調整等の画質調整用表示を見て
画質を調整することができる。
【００７７】
　なお、本発明は、上記各実施の形態に限定されるものでなく、例えば信号処理・制御部
１を次の通り変形してもよい。　
　例えば、信号処理・制御部１は、撮像素子２から出力される画像信号を画像処理してＥ
ＶＦ用の接眼部３０とタッチパネル付背面ＬＣＤ８とにそれぞれライブビュー表示し、タ
ッチパネル８Ａに対するタッチにより撮像動作を実行し、かつトーンカーブ等の画質調整
用表示をライブビュー表示に重畳し、トーンカーブ等の画質調整用表示の明るさをＥＶＦ
用の接眼部３０とタッチパネル付背面ＬＣＤ８とに対してそれぞれ調整可能とし、トーン
カーブ等の画質調整用表示を表示中にタッチパネル８ａがタッチされても撮像動作の実行
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をしないように構成してもよい。　
　このような構成においても、信号処理・制御部１の画質調整部１０１は、撮像時にトー
ンカーブ等の画質調整用表示の明るさを小さく設定し、画質調整時にトーンカーブ等の画
質調整用表示の明るさを大きく設定する。　
　上記各実施の形態では、画質調整用表示を、単純なグラフの線やスーパーインポーズ表
示の文字、記号などでも重畳表示ならよく、明るさと書いたが、被写体像に対して比較的
目立つように表示したり、比較的目立たないように表示したりする表示態様の変更である
ならば、線や文字や記号の濃さや、太さ、色、透過度、点線、実線等、表示の強調具合、
目立ち具合（視認度）を切り換えられるものであれば何でもよい。もちろんこれらは被写
体像に依存するので、これを反映してもよい。
【符号の説明】
【００７８】
　１：信号処理・制御部、２：撮像素子、３：接眼センサ（アイセンサ）、４：記録部、
６：操作判定部、８：第２の表示部（タッチパネル付背面ＬＣＤ）、８ａ：タッチパネル
、９：操作部、１０：カメラ本体、１２：通信部、１４：通信部、２０：交換レンズ部、
２１：レンズ制御部、２３：操作部と、２４ａ，２４ｂ：駆動部、２５ａ，２５ｂ：位置
検出部、２６：レンズ系、２７：記録部、２８：通信部、２６ａ：ズーム部、２６ｂ：ピ
ント部、２６ｃ：絞り、３０：ＥＶＦ用の接眼部、１０１：画質調整部、１０２：タッチ
検出部、１０３：表示制御部、１０４：引出判定部。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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